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流れ

① 統計から考えるこれからの北栄町

② Dグループが考える理想の公民館とは

③ Dグループの研究結果

④ Dグループの提案

⑤ 今後の課題
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北栄町(大栄地区)の人口推移

１９７０(S４５)年：
大栄分館が完成した年
人口：８,５８３人

１９９５(H７)年：
１番人口が多い年
人口：９,４１６人

２０２０(R２)年：
現在

人口：７,１４５人

１０歳代

４０歳代

６０歳代
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今後も人口減少が続くと考えられる

日本医師会 地域医療情報システム■0～14歳 ■15～39歳 ■40～64歳 ■65～74歳 ■75歳以上

2020年 14,205人 2030年 12,491人 2045年 9,873人
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私たちが考える理想の公民館とは

①少子高齢化、人口減少→人口減少に対応した暮ら
しが必要→自助だけではなく共助がより必要に

②地域のつながりが希薄に→家族間内のコミュニティ
だけではなく、異世代間を含むより広いコミュニティ
が必要に

③今後を担うサラリーマン世代(２０～５０歳代)の
声が届きにくい現状にある→北栄町に魅力を感じる
ように
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研究方法

① 文献検索

→理想の公民館・目標実現のために必要なもの・こと

② インターネット、新聞記事などメディアによる情報収集

→人口統計、目標実現のために必要なもの・こと
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研究方法

③ ヒアリング(６公民館・コミュニティセンター)

→小鴨、社、上灘、上井、泊、西粟倉地区の公民館・コミュニ

ティセンターに行き、公民館活動の様子や雰囲気等を聞き取る

④ ①、②、③をもとにグループ討論

→①～③をもとに公民館に必要なことについて討議
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現状 不足する点 目指す姿
まちづくり
ビジョン

・倉吉市では公民
館を地域振興協
議会が運営
・家族単位での活
動が多い
・イベントや会議
等がないと公民
館を利用しない
・公民館における
活動が見えにく
い
・車がない人が行
きにくい(交通手
段が限られる)
・子ども連れや高
齢者にとって利
用しにくい

・役場→自治会の
一方向の活動
・委託管理業務が
主
・防災の視点が少
ない
・自治会同士の交
流が希薄
・フリースペース
がない
・利用がしにくい
・ユニバーサルデ
ザインの視点が
少ない

【仲間づくりの育成】
・委託管理だけでなく、人と人
とのつながりを担う
・家族単位→グループ単位の
交流(ex:共通の趣味)
・防災の充実
(炊き出しや防災訓練等)
・自治会同士の交流
(運動会、敬老会等)

【行きやすさ】
・気軽に何もなくても行きた
い、
立ち寄れる場所
・利便性の向上(インフォメー
ションボードの活用、利用方
法)

【誰もが誰とでも交流できる】
・学びの場所、居場所へとつな
がる
・フリースペースの活用
・コミュニティバス等の活用で
誰もが行けるように
・ユニバーサルデザインの活用

○つながりを
はぐくむ

○だれ一人
取り残さない

○未来をつくる

横のつながり

開かれた場所

住民の居場所
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横のつながり

住民の居場所開かれた場所

仲間づくりの育成
つながりをはぐくむ

誰もが誰とでも交流できる

未来をつくる
行きやすさ
だれ一人取り残さない
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孤立が健康のリスクに…！？

死亡リスクの比較

孤立

喫煙

過度の飲酒

肥満

約１．９倍

約１．６倍

約１．４倍

約１．２倍
「NHK健康ch」引用 10



社会とのつながりが少ないと…

脳卒中 約１．３倍

心臓病 約１．３倍

(狭心症、心筋梗塞)

認知症 約１．５倍

孤独とストレス
には

大きな関係が！！

「NHK健康ch」引用 11



公民館？コミュニティセンター？

【市町村立公民館】

・位置づけは教育機関

・役割：社会教育法第２２条

・管理責任は教育委員会

【コミュニティセンター】

・位置づけはすべての市民が自由に利

用できる活動拠点

・役割：コミュニティの社会、文化的

生活の中心としての役割をもつ施設

・組織として自治会や町内会の関与あ

り
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コミュニティカフェ

地域の中の「居場所」や「たまり場」となっているところの総称。

コミュニティ
カフェ

お茶のみ

ゆったり過ごす

健康づくり おしゃべり

子育て

交流

趣味

相談・情報共有

お楽しみ企画友達・仲間づくり

地域活動
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西粟倉村 あわくら会館
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フリースペース

•住民の情報発信の場→生きがいにつながる

•災害が多い時代→災害時に避難場所になる

•フリースペースがあることで、なにもなくても集ま

れる空間に

•ふらっと立ち寄り、健康相談の場にも

15



南部町 キナルなんぶ

湯梨浜町
中央公民館
泊分館
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情報を発信する
ツール(便り等)も必要
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建設地案

交通 広さ 周辺設備
ハザード
マップ そのほか

①JA跡地
(由良駅前) ◎ ◎ ◎ ○

②大栄増進
センター × △ ○ △ 子育て支援

センター

③であいの
広場 ○ △ ○ ○ 新コナン館
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今後の課題

・大栄分館内にある、

土地改良区や児童クラブについて

・財政
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財政について①
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財政について②
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誰もが集える公民館が必要に！！

これからの北栄町に求められていることは、、、
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ご清聴ありがとうございました

誰一人取り残さない北栄町に！！

24


